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留学を通して学ぶ異文化コミュニケーション
―英語学習と異文化理解の側面からの考察―
上 村 妙 子＊
１．はじめに
現行の『中学校学習指導要領外国語編』（２００８）では，外国語教育の目
標を「外国語を通じて，言語や文化に対する理解を深め，積極的にコミュ
ニケーションを図ろうとする態度の育成を図り，聞くこと，話すこと，読
むこと，書くことなどのコミュニケーション能力の基礎を養う」（p．６）と
定めている。現行の『高等学校学習指導要領外国語編・英語編』（２０１０）に
おいても，外国語教育の目標は「外国語を通じて，言語や文化に対する理
解を深め，積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度の育成を図り，
情報や考えなどを的確に理解したり適切に伝えたりするコミュニケーショ
ンの能力を養う」（p．８）とされ，中学校の場合と同様の表現を用いて定
められている。中学校，高校いずれの外国語学習においても，「コミュニ
ケーション」と「異文化理解」が鍵となる概念となっている。
このような中等教育の延長線にある大学でも，英語教育を行うにあたっ
て「コミュニケーション」と「異文化理解」を重要視している。その具体
的な例として挙げられるのが，大学が提供する留学プログラムである。日
本のほとんどすべての大学では留学プログラムを整備し，最近では留学プ
ログラムを提供している高校の数も増えてきている。外国語の中でも英語
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は国際語としての地位を得ているため，そうした留学プログラムの多くは
英語圏を留学先としたものとなっている。
留学プログラムへの参加が日本人大学生に及ぼす効果を調査した研究を
眺めてみると，その多くは短期留学研修への参加を対象としたものが多い。
さらに，こうした研究は，学習者の英語力に対する効果を調べたものと英
語学習に対する態度や動機づけに与えた効果を調べた研究の２種類に大別
することができる。前者に関しては，野中（２００５）は３週間の語学研修を
経験した大学１年生の研修前後の英語力を TOEFL ITPを用いて測定し
たところ参加者全体には総合的な英語運用能力の上昇は見られなかったが，
英語力が低めの学生には伸びが認められたと報告している。さらにその後，
野中（２００８）は TOEIC IPを用いて研修への参加前後の変化を調査した。
その結果，参加者全体の得点の上昇が確認されたが，テストを構成する項
目であるリスニングについては有意な伸びが見られたものの，リーディン
グには見られず，この傾向は特に総合得点の低い学生に顕著に認められた。
また，久野（２０１１）は，TOEIC Bridgeに対応した模擬テストを使用し，
海外研修に参加した大学生の海外語学研修参加前と後の英語力を比較した。
分析の結果，これらの学生については簡単な英語の会話を理解する力は向
上したものの，語彙，文法，読解に関しては有意な向上は見られないこと
が判明した。さらに，久野は，研修に参加した学生と研修に参加せず E
ラーニングと講義形式で英語を学習した学生と比較した場合，英語力の伸
びはほとんど変わらなかったと述べている。このように，短期語学留学の
効果については，英語力の伸びを測るテストの種類によって効果の度合い
は異なり，統一した見解は得られていない。しかし，おおよそ，研修は英
語力の比較的低い学生に対しては効果があるが，その効果は Cummins
（１９７９）の提唱する BICS（basic interpersonal communication skill）に限
定されたものであり，CALP（cognitive academic language proficiency）に
までは及んでいないと言えるようである。なお，BICSとは，「日常会話な
留学を通して学ぶ異文化コミュニケーション（上村） 3
ど比較的具体的で抽象度の低い伝達内容を理解する言語能力」を指し，
CALPとは「抽象的な思考が要求される認知活動と関連する言語能力」を
意味する（白畑・富田・村野井・若林，２００９，p．４１）。
一方，海外語学留学が学生の態度や動機づけにどのような影響を与えた
かを調査した研究としては，Nakayama（２０１３）による研究が挙げられる。
Nakayamaは大学生を対象にアンケート調査を行い，短期研修の参加後学
生たちの英語学習に対する動機づけが有意に高まったことを明らかにした。
Nakayamaによれば，研修前に比べ研修後において，学生たちは，海外の
人々とコミュニケーションをとる上での英語の重要性に対する認識を深め，
外国語や海外旅行に関心を抱き，英語を学ぶために努力することの意義を
認識するようになった。小林（２０１７）は，研修への参加は学生の動機づけ
に効果をもたらすが，元来英語を使うことに関心の高かった学生に特に大
きな効果をもたらすことを見出した。このような学習者は滞在先での留学
体験を通して，英語を使う自己を具体的に描くことができるようにより，
その結果英語学習に対してより好意的な態度を抱き，また動機づけが高
まったことが判明した。さらに，Harris（２０１４）もアンケート調査を行っ
たが，語学研修に参加した学生は公の場で誤りを恐れずに英語を話すこと
に対して自信を持てるようになったと述べ，特にスピーキングへの効果を
取り上げている。しかし，Harrisは異文化理解の観点からは顕著な伸びは
見られなかったと報告している。他方，黒崎（２０１１，２０１２）は，限られた
期間の海外留学でも，参加学生たちの異文化に対する理解は深まり，「学
生の国際化に関するモティベーションは．．．確実に向上」したと述べてい
る（２０１１，p．１５２）。このように，動機づけや態度についても，海外語学研
修の効果は定まったものとは言えない。
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２．目的
本稿の目的は，アンケート調査により留学体験がもたらす影響を，英語
力と態度の両面から探ることである。異文化適応の過程を考慮に入れ，留
学体験が学生の英語力と異文化に対する態度にどのような変容をもたらし
たのかを調査していく。
３．アンケート調査
３．１ 参加者
参加者として，専修大学文学部英語英米文学科に所属する学生にアンケ
ートへの回答を依頼した。学年は問わず，英語圏への留学体験のある学生
に協力を求め，計１２名の学生から協力を得ることができた。１ 参加者の詳
しい内訳については，「４．１ 回答者」において詳しく述べる。
３．２ アンケート調査
実際に使われたアンケートは以下の質問項目を含むものとした。
質問１：いつ，どの位の期間，どこに留学しましたか。
質問２：どのような形で留学しましたか。
専修大学の：短期留学 中期留学 セメスター留学
長期留学
その他：
質問３：留学中英語のどの部分で困難を感じましたか。（該当する番号に
丸をつけて下さい。）
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全然苦労しなかった 大変苦労した
リスニング １ ２ ３ ４ ５
スピーキング １ ２ ３ ４ ５
リーディング １ ２ ３ ４ ５
ライティング １ ２ ３ ４ ５
質問４：留学を通して，英語のどの部分が伸びたと思いますか。（該当す
る番号に丸をつけて下さい。）
全然伸びなかった 大変伸びた
リスニング １ ２ ３ ４ ５
スピーキング １ ２ ３ ４ ５
リーディング １ ２ ３ ４ ５
ライティング １ ２ ３ ４ ５
質問５：留学体験をすることにより，どのような点で苦労したりカルチャ
ーショックを感じたりしましたか。
・学習面
・生活面
質問６：留学体験をすることによりどのような点で成長したと思いますか。
・学習面
・生活面
質問７：あなたの留学体験を一文で表すとすればどのような表現になりま
すか。
質問８：もう一度留学したいと思いますか。そう思う場合も，思わない場
合も，その理由は何ですか。
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各質問の目的は以下の通りである。質問１と２は回答者の実態を知るた
めの質問である。質問３と質問４は量的分析を行うために，質問５～８は
質的分析を行うために設定されたものである。また，質問３と４は留学が
英語力に及ぼす影響を調査するためのものであり，質問５～８は留学が英
語学習や生活態度に及ぼす影響を調べるための設問である。
さらに，質問は留学体験者の異文化適応過程を考慮に入れて作成した。
留学をはじめ異文化に遭遇した際の適応に伴う内面の変化は，横軸を時間，
縦軸を充実感とした場合 U字曲線で表される。すなわち，原沢（２００３）に
よれば，異文化を体験した者は新しい文化に出会ったという「ハネムーン・
ステージ」を経て，異文化と自文化との差に気づき「カルチャー・ショッ
ク」を体験する。次いで，徐々にカルチャー・ショックを乗り越え「適応
開始期」に入り，文化の違いを理解し，新しいものの見方や考え方が身に
つく「適応期」に至る。今回の調査では，質問３及び質問５により回答者
はどのような「カルチャー・ショック」を体験したのかを調べ，質問４及
び質問６～８により，どのような「適応」をしたのか，あるいはしなかっ
たのかを探った。
４．分析
４．１ 回答者
前述した通り，１２名の学生からアンケート調査に対する回答を得ること
ができた。学生が参加した留学プログラムは，専修大学が提供している留
学プログラム（夏期留学プログラム，春期留学プログラム，中期留学プロ
グラム，長期留学プログラム）や，学外の機関や企業が企画している留学
プログラムなど様々なものであった。また留学先に関してもアメリカ，カ
ナダ，オーストラリア，ニュージーランドと国は異なっているがすべて英
語圏であった。
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本研究では，５０日以内の留学を「短期留学」，それ以上の期間に及ぶ留
学を「中・長期留学」と大きく２種類に分け，その分類を基にアンケート
に対する回答を分析した。参加者のうち１名は，短期及び中期留学の両方
に参加していたため，この参加者からの回答は実質上２名からの回答とみ
なした。したがって，短期留学経験者は８名，中・長期留学体験者は５名
とみなして分析を行った。留学先は，短期留学経験者８名中６名がアメリ
カ，１名がオーストラリア，さらに１名がニュージーランドであった。中
・長期留学者については，５名のうち，２名がカナダに，２名がアメリカ
に，１名がニュージーランドに留学をしていた。
４．２ 分析方法
得られたデータに対し，量的及び質的分析を行った。質問３と４につい
ては量的分析として平均値を求め，質問５～８に関しては質的分析として
参加者から得られた回答を詳細に調べて傾向を探った。量的，質的分析の
双方において，短期留学経験者と中・長期留学経験者を比較し，得られた
結果の考察を試みた。
５．結果・考察
アンケートの質問１と２については，２．３の「回答者」の部分で記した
ので，以下は質問３～８に関しての回答結果とその考察について述べる。
５．１ 量的分析
５．１．１ 質問３に対する回答（留学中に困難を感じた各スキルの度合い）
表１は，質問１の「留学中英語のどの部分で困難を感じましたか」とい
う問いに対する回答結果をまとめたものである。短期留学体験者と中・長
期留学経験者の２群に分けて，平均値を示した。
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表１ 留学中困難を感じた各スキルの度合い
スキル 短期留学経験者 中・長期留学経験者 差
リスニング ４．２５ ４．６７ ０．４２
スピーキング ４．５０ ４．８３ ０．３３
リーディング ２．５０ ３．５０ １．００
ライティング ２．６３ ３．８３ １．２０
表１が示すように，短期留学経験者は，最も困難を感じたのがスピーキ
ングであり，次いでリスニングであったと回答している。これらの２つの
スキルに比べて，リーディングとライティングではあまり困難を感じてい
ない。これは短期留学では多くの場合，プログラムへの参加学生のための
特別クラスで英語を学習するという形態をとることが多く，終日語学学校
で本格的に英語を学んだり，大学の正規授業を履修することでアカデミッ
クな英語を習得することを目的とはしていなかったことが一因であると考
えられる。特別クラスではリーディングやライティングを通した書き言葉
によるコミュニケーション能力の育成よりは，リスニングやスピーキング
を用いた口頭によるコミュニケーションに主眼を置く傾向にある。また，
短期留学は海外滞在の経験がない学生をも対象としている。教室内のみな
らずホームステイした家庭でも，「生の英語」を聞き，自分の意志を常に
英語を使って表現することにおおいに戸惑ったことが推測できる。このこ
とがリスニングとスピーキングが困難であったとする学生の認識を高めた
のであろうと考えることができる。さらに，学生はリスニングよりはスピ
ーキングの方が，またリーディングよりライティングの方が難しいと感じ
る傾向にあったが，これは受容技能（receptive skill）より発表技能（produc-
tive skill）の育成の方が困難であることを示している。
短期留学経験者に比べ，中・長期留学経験者はすべてのスキルにおいて
困難を感じている度合いが高い。これは，中・長期留学では，語学学校に
おいて他国からの留学生と一緒に終日本格的に英語を学習したり，大学で
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表２ 留学を通して伸びたと思われる各スキルの度合い
スキル 短期留学経験者 中・長期留学経験者 差
リスニング ４．２５ ４．６７ ０．４２
スピーキング ４．１３ ４．３３ ０．２０
リーディング ３．１３ ３．６７ ０．５４
ライティング ２．７５ ４．００ １．２５
現地のネイティブ・スピーカーの学生と正規の授業を履修することにより，
自らの英語力を客観的に認識し，自分の英語力不足を実感したためと思わ
れる。また，リスニングとスピーキングに比べ，リーディングとライティ
ングに対する困難度は低い。しかし，短期留学経験者に比べると，リーディ
ングとライティングをより難しいと感じており，この２つのスキルにおけ
る両者の差は大きなものとなっている。これは，中・長期留学においては，
現地の語学学校や大学の正規の授業で課されるリーディング教材を読みこ
なし，その上でエッセイやペーパーを作成するという BICSではなく，
CALPに重点を置いた学習形態をとっていることの影響ではないかと思わ
れる。
５．１．２ 質問４に対する回答（留学により伸びたと思われるスキルの度合
い）
表２は，回答者が留学体験を通して英語の各スキルがどの程度伸びたと
感じたかを示したものである。
質問４に対する回答結果は，質問３に対するものとほほ同様の傾向を示
していた。すなわち，短期留学経験者も中・長期留学経験者も共に，書き
言葉を用いるリーディングやライティングに比べ，話しことばを用いるリ
スニングとスピーキングに対して大幅な伸びを感じていた。これは，学内
外でのコミュニケーション活動ではリスニングやスピーキングの方がより
頻繁に使われるため，話し言葉としての英語のインプットを得ると共に，
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実際に英語を話すことによりアウトプットする機会も多く，これら２つの
スキルの伸びも認識されやすかったのだと推察できる。
また，短期留学経験者に比べ，中・長期留学経験者は，すべてのスキル
においてより大きな伸びを実感していた。特筆すべきは，両者の差が書き
言葉に係るリーディングとライティングにおいて大きなものとなっている
点である。これは，５．１．１で述べたように，中・長期留学の学習内容が
CALPに重点を置いたものであったからであると思われる。短期留学経験
者と中・長期留学経験者の間で最も大きな差が生じているのはライティン
グにおいてである。このスキルに関しては，短期留学経験者の伸びの平均
値が２点台であるの対し，中・長期留学経験者は４点となっている。ライ
ティングは，書き言葉を扱いかつ発表技能であるため，４技能のうち最も
困難であると見なされている。中・長期留学において，学生はエッセイや
ペーパーを書くという困難な課題をこなすことにより，自らのライティン
グの力の伸びを実感したのではないかと思われる。
５．２ 質的分析
５．２．１ 質問５に対する回答（苦労したり，カルチャー・ショック感じた点）
５．２．１．１ 英語学習に関して
英語学習に関しては，短期留学経験者の回答には，英語の個々のスキル
に関してというよりは，日本と英語圏における授業や学習スタイルの相違
に戸惑いを感じたという記述が目立った。以下に回答例を示す。
（１）日本での授業と異なり，留学先では，生徒同士で意見交換を行うこと
や協力して課題に取り組むことが多かった。私は一人でもくもくと活
動に取り組むことが得意だったため，協力して相手の意見を取り入れ
ながら活動を行うことが多い留学先の授業には苦労した。
（２）学校では学生が進んで発言する授業形態のものが多く，ついていくこ
留学を通して学ぶ異文化コミュニケーション（上村） 11
とに苦労しました。また日本の大学よりも課題を課され，授業外で活
動させることが多いと感じました。
（３）日本の授業との違いを強く感じました。先生が淡々と話すのではなく，
常に生徒に話しかけるように授業は進み，それに対して，ほとんどの
生徒が手を挙げ発言するという光景が，授業が終わるまで続きました。
中・長期留学経験者は他の留学生と交わる機会も多く，他国からの留学
生の学習姿勢に衝撃を受けたことが記されていた。また，学習において，
何に対してどのように苦労したかをより具体的に説明し，何とか困難を乗
り越えようとした格闘の様子を綴った内容にもなっていた。以下はその回
答例である。
（４）日本の大学と違い，大学で学んだことがそのまま仕事に直結する学生
がほとんどなので，学生の授業に対する熱意がすごかった。苦労した
のは，学校から出る課題の多さです。かなり多くの量が毎日出ていた
ので，こなすのが大変でした。
（５）同じクラスに中国からの留学生が数名いたが，彼らは日本人より何倍
も勉強に励んでいて，彼らの勉強に対する姿勢に衝撃を受けました。
（６）留学当初は英語力が乏しく，聞くことも話すこともできないことから，
ただ授業の時間を過ごすことが多かった。ただ慣れていく時間に焦り
と孤独を感じた。しかし，少しでも何かを得ようと先生に質問や相談
をしたり，とにかく発言しようと授業に参加したことで，徐々に授業
についていくことができるようになった。「聴講型の授業」ではなく
「参加型の授業」だったからこそ，先生も生徒一人ひとりに気を配っ
ているのではないかと感じた。
（７）長期留学にて，リーディング課題が多かったことが苦労しました。レ
ポートも添削してもらわないと良い点がもらえないので早めにレポー
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ト作成に取り掛かることも大変でした。
５．２．１．２ 生活面において
短期留学経験者に関しては，以下に示す通り，察しを重んじる日本と自
己主張を重視する現地でのコミュニケーション・スタイルの違いに戸惑い
を感じたという回答が多かった。
（８）私は自分から積極的に主張することに苦手意識があったため，自分の
したいこと，思っていることは主張しなければ相手に理解されない文
化にとても苦労した。特にホームステイ先では，図々しいのではない
かという気持ちが先行してしまい，ホストファミリーに自分のやりた
いこと，してもらいたいことを伝えることに躊躇してしまうことが多
かった。また逆にホストファミリーは，嫌な時は嫌な顔を躊躇なくす
るので，戸惑ってしまうこともあった。そこでなぜ嫌なのかを尋ねる
ことも躊躇してしまった。
（９）「きちんと答えてほしい」と言われることがあったこと。イエス・ノ
ーをはっきりと伝えることや，日常的に自分の気持ちをはっきり伝え
ることが必要な状況が多く，日本人として，また一人の人として遠慮
の気持ちやシャイな部分を出してしまい苦労しました。
また，短期留学経験者の中には海外渡航が初めてである学生もいたため，
食事や住まいに関する基本的な生活様式に驚く回答も見られた。以下はそ
の例である。
（１０）食卓にほぼ野菜が出なかったこと。
（１１）食べ物のボリュームが日本に比べて多い，かつお昼に必ずポテトフラ
イやポテトチップスがついてくるのが驚いた。
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（１２）トイレのドアが上も下も隙間があり，人が入っているのが普通に見え
そうだったのが印象に残っている。
（１３）湯船につかれず疲れがとれなかった。
（１４）ニュージーランドは水を大切にする文化なので洗濯は週に１回のみで
した。
長期留学経験者の回答の中にも，日本とは異なる生活様式に戸惑う姿が
見受けられた。
（１５）車社会というだけあって公共交通機関が充実していない。
（１６）オーストラリアではほとんどの店が６時で閉まってしまうので驚いた。
（１７）カナダでは税金が高く，食事代金がかかるのが大変でした。さらに，
スーパーで買い物をすると１パックの量が多かったので，一人で消費
しきるのは少々大変でした。
長期留学経験者の中には，以下の回答に見られるように，現地での不便
さではなく，むしろ意外な便利さに驚いたという回答もあった。
（１８）交通に関してですが，トロントの場合は都市部なので発達していまし
た。「海外はいつバスが来るかわからない」と言われますが，トロン
トに関しては時刻表もありますし，スマートフォンのアプリで来るま
での時間をみることもできます。日本に比べたら多少のずれはありま
すが，概ね時刻表通りに電車もバスも来るので，逆に少し驚いた覚え
があります。
（１９）返品する際や何かお願いする際も，とりあえず要望を主張すると意外
に対応してくれた。「ルールで決まっているから」という理由で何で
も突き返されるわけではなかった。そのおかげで行動力と交渉力が身
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についたと思う。
さらに，ある学生は，（２０）に示した通り，異文化体験において極めて
重要な点である自分が「マイノリティになったと感じた」点を挙げていた。
この学生は，さらに多種多様な文化背景を持つ人々との関わり合いは大切
である一方，こうした人々と適切な関係を構築するためには，自己主張す
るだけではなく相手を理解しようと努力することが大切であると記してい
た。この相手を理解しようとする努力という点は，短期留学経験者の回答
には見られなかった重要な「気づき」を表したものである。
（２０）見た目や言語の違いから，自分の居場所がないように感じることがよ
くあった。日本にいれば，大半のコミュニケーションは日本語で取る
ことができるし，ある程度同じ概念を共有している。そのため，マイ
ノリティだと感じることはあまりないが，一歩日本の外に出てみて，
自分の文化や言語，常識が通じなくなった時に，一気に自分がマイノ
リティになったと感じた。多種多様なバックグラウンドを持った人々
との関わり合いは学ぶことが多かった。一方，いろいろな考え方を
持っている人たちとうまく関係を築くことは難しく，自分の主張だけ
をするのではなく，相手を理解しようと努めることが大切だと感じた。
このように，留学中に学生たちは英語学習においても生活においてもさ
まざまなカルチャー・ショックを経験していたことが分かった。次節では，
そうしたカルチャー・ショックを乗り越え，何を得て U字曲線を辿って
いったのを探ってみたい。
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５．２．１ 質問６に対する回答（留学を通して成長したと思える点）
５．２．１．１ 英語学習に関して
短期留学経験者の回答には，以下の例が示すように，英語の各スキルの
能力が向上したことを指摘しているものが目立った。
（２１）Listeningは確実に上がりました。Listeningができるようになったこ
とで自然と speakingも上がったと思います。
（２２）英語で会話したり話す機会がたくさんあり，プレゼンテーションもた
くさん練習を重ねていったので，自然と speaking能力が伸びたと思
います。また日本の授業で聞く英語より話し方が早いので listening
能力も向上したと思います。
さらに，留学による英語学習の持続的な遅延効果を指摘した学生もいた。
（２３）の回答は英語の「機能」への気づきを示し（和泉，２０１３），（２４）は
英語学習の機会を自ら探すという自律学習を試みるようになった成長ぶり
を記している。
（２３）英語を「学習のため」のものではなく，「使うため」のものだという
ことに気づいた。このことから，これ以降の文法学習やリーディング
学習といった英語学習において，日常生活でどのように使用すること
ができるかを考えられるようになり，より実践的に英語学習をすすめ
ようと努めるようになった。
（２４）英語を話すことへの自信がつきました。今までは自分の英会話力に自
信がなく，声に出して英語を話すこと自体に戸惑いがありました。留
学開始後も，なかなか自分の気持ちを伝えることは難しい日が続きま
したが，徐々に自分の言葉で話すことができるようになりました。帰
国後も，ホストファミリーとテレビ電話などをすることで，自分の英
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語で話す就職活動で英語面接なども経験しましたが，思うように自分
の気持ちを伝えることができたと思います。
中・長期留学経験者も英語のスキルの向上について触れていたが，それ
に加えて，（２５），（２６）が示す通り，より広い視野から見た学習態度の向
上も指摘していた。また，（２７）では，短期留学経験者の回答には見られ
なかったライティング能力の向上を挙げており，さらに異文化理解につい
ても言及していた。
（２５）他人から学び吸収していくということと，勉強ができるという環境の
ありがたさを再確認したこと。
（２６）自分の苦手なことでも必死に取り組んだことで，挑戦する気持ちが成
長したかと思います。
（２７）現地学生と一緒に授業を受けたり，現地企業でインターンシップを
行ったことで，英語ではリスニング，スピーキング，そしてライティ
ングのスキルが向上した。また，異文化理解に関しては，関わる人が
学生だけではなく社会人や様々な国から移住してきた人たちだったの
で，自己主張をする大切さや，相手の文化を尊重することが円滑なコ
ミュニケーションととる上で大切だと感じた。
５．２．２．２ 生活面に関して
生活面に関しては，短期留学経験をした学生は，（２８）～（３０）が示すよ
うに，英語を使うことに対して自信が持てるようになったことと，（３１）と
（３２）に見られるように，自分の意見を明確に表明できるようになったこ
とを挙げていた。
（２８）英語がたとえ相手に通じなくてもコミュニケーションをとろうとした
こと。
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（２９）英語を使って失敗する抵抗がなくなった。留学に行く前までは自信が
なかったり，完璧を求めすぎていたと思う。
（３０）家にいる時は自分の時間を作らず，ホストファミリーと話したり出か
けたりすることで，ホストファミリー以外の人とも関わる機会が多く
ありました。このことにより，自分のことを多くの人に知ってもらお
うと speakingを行い努力することで，成長につながりました。
（３１）日本では当たり前の，例えば“察しの文化”がつうじないので，自分
の思いをきちんと伝える力があがりました。
（３２）ホームステイ先でも学校においても，相手は自分が主張しない限り，
自分のやりたいことを察することや，理解もしてくれることがなかっ
た。しかし，自分がこうしたい，こう思うと主張すればそれを理解し
てくれようとした。このことから意見表明の大切さを学び，帰国後も
それをゼミナールや日常生活で実践するようになった。
中・長期留学の経験者は，異文化と接触する期間が長かっただけに困難
に直面することも多く，それを克服したからこそ得ることができた「人間
としての成長」をうかがわせる回答をしていた。以下はその例である。
（３３）一人で考えて行動するようになり，精神的に自立できたと思います。
（３４）自分が助けられたことが多かったので，知らない人でも困っている人
がいたら，手を差し伸べることができるようになった。
（３５）この留学で得られたものは英語力や異文化理解だけではなく，現地で
築いたネットワークや，何かを得ようと必死になり考え，実践に移し
続けた行動力もある。行動して初めて分かることや，人と関わって初
めて見えてくることもある。本当の理解や何かを達成するためには，
心地よい環境から外に出て，居心地の悪い環境で行動し続ける必要が
ある。どんな環境でもフットワークを軽くして行動することがいろい
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ろなものを吸収し成長につながるのだと実感した。
５．２．３ 質問６に対する回答（留学体験を一言で表現すると）
短期留学経験者及び中・長期留学経験者すべてにわたって「気づき」に
結びつく回答をしていた。しかし，前者の回答は比較的楽観的で単純な表
現で終わっていたのに対し，後者の回答は長い滞在期間で味わった苦労を
うかがわせる表現を用いていた。中・長期留学を体験した学生はカルチャ
ー・ショックをより長く，またより深く味わい，近江（１９９８）の言う「異
文化コミュニケーションの修羅場」を経てきたのであろう。それだけに表
現にはより深長な意味が込められている。以下は短期留学経験者の回答例
である。
（３６）大切なのは度胸と本気で楽しむ気持ち。
（３７）短期間で様々なことを学ぶことができる貴重な経験です。
（３８）成長する機会。
（３９）新しい英語学習の始まり。
（４０）アメリカの良さも日本の良さも知ることができた一生の思い出。
（４１）「自分らしさ」を見つける留学だったと思います。
これに対して，中・長期留学経験者の回答には以下のような表現が見ら
れ，学生たちの孤軍奮闘ぶりが見てとれる。
（３９）無我夢中。
（４０）勉強への意識改革。
（４１）自分の人生においての修業期間。
（４２）苦労し，学び，自己の再認識ができた経験。
（４３）「成」です。できないことができるように「成」り，自分で考え，と
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にかく行動したことで目標達「成」することができたから。
５．２．４ 質問７に対する回答（留学をもう一度したいか否か）
全回答者１３名のうち，１名を除いた１２名が，再度留学をしてみたいと回
答した。留学したいと思わないと答えた学生は，短期留学で滞在したアメ
リカの文化が自分の性格に合わず，気苦労とストレスを毎日感じていたと
報告している。滞在先に慣れるまでの期間の短さや，ホームステイ先での
意思疎通の困難などさまざまな要因がストレスの原因だったかと思われる。
様々な学生の異文化適応過程を調査するためには，今後学生のこうした声
も丁寧に拾っていく必要がある。
短期留学経験者で再度留学したいと答えた学生の中には，「留学期間が
短かったことにより英語力の劇的な変化を感じることができなかった」こ
とや，「留学で得た知識は多いが，短い期間であったため英語や文化を深
く学習できてはいないと感じた」ことを理由として記している回答者がい
た。また，他の理由としては，留学したことにより自分が成長できると感
じたことや，多様な人々と関わることで視野が広がったことを挙げている
ものが多かった。さらに，短期留学経験者の１名は，「自分の語学力の低
さと文化適応力の無さに気づかされた」ので，後に再度中期留学プログラ
ムに参加していた。
中・長期留学経験者はすべて，機会があれば再度留学したいと答え，短
期留学経験者と同様に，人間として成長できることや多様な文化背景を持
つ人と出会うことができることを理由として回答していた。中・長期留学
経験者の中には，以下に示す通り，次回の留学に対してより具体的なイメ
ージを抱いている学生もいた。
（４４）機会があれば，MBAの勉強をしに行ってみたいです。まだまだ，学
ぶことは多いかと思います。
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（４５）まだまだ自分の知らない文化がたくさんあるので，また違う国に留学
したいと考えます。特に現地でお世話になったホストファミリーのマ
ザーがフィリピン出身でフィリピンの文化についてよく話を聞いてい
たので，フィリピン留学をしてみたいです。
このように多くの留学体験者が，機会があれば再度留学を希望している
ことが判明した。
４．結論
本研究では，アンケート調査を通して，留学体験が学生の英語力，及び
英語学習や態度にどのような変容をもたらすのかを探った。分析の結果，
以下のことが明らかになった。
（１）英語のスキルに関しては，短期留学経験者も中・長期留学経験者も，
リーディングとライティングに比べ，リスニングとスピーキングに対
してより困難を感じていた。
（２）短期留学経験者も中・長期留学経験者も，リーディングとライティン
グに比べ，リスニングとスピーキングに対して伸びを感じていた。
（３）しかし，短期留学経験者に比べ，中・長期留学経験者は，リーディン
グとライティングに対してより難しさを認識していたが，同時にこの
２つのスキルに対してより大幅な伸びも感じていた。
（４）短期留学経験者も中・長期留学経験者も，日本と留学先での授業や学
習スタイル，及びコミュニケーション・スタイルの違いに戸惑いを感
じていたが，後者の回答はより詳細なものとなっていた。
（５）短期留学経験者も中・長期留学経験者も，英語のスキルの向上を実感
し，新たなコミュニケーション・スタイルを取り入れたり，より広い
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視野から物事を眺めることができるようになり，人間としての成長を
感じることができたと回答していた。
（６）短期留学経験者に比べ，中・長期留学経験者は，留学中により大きな
困難を感じていたが，より深い意義も感じていた。
（６）ほとんどすべての学生が，機会があれば再度留学したいと希望してい
た。
本研究では，参加者の数が限定されていたため，今後はさらに多くの参
加者からの回答を得ることにより，今回の分析結果を検証する必要がある。
また，今回は回答者の数が少なかったため，中期留学経験者と長期留学経
験者を同じカテゴリーの回答者として扱った。しかし，両者は留学先での
滞在期間も学習内容も異なるので，今後は中期留学経験者と長期留学経験
者を分けて，分析を試みることも必要である。
近年日本では留学を希望する学生の数が減少してきている。その理由と
しては，ICTの発達により世界情勢を日本国内で容易に知ることができる
ことが挙げられている。しかし，実際に海外に出てみなければ，カルチャ
ー・ショックも成長も体験することはできない。また，今回の結果を見て
みると，長期留学経験者の回答からは，短期留学経験者の回答には見られ
なかった姿，すなわち，「マイノリティであること」を認識し，「無我夢中」
で異文化に対して孤軍奮闘した姿が読み取れる。今後は，できるだけ多く
の学生が長期留学に挑戦し，英語力を向上させるだけではなく，視野を広
げ，人間としての成長を遂げることの喜びや実感を味わってほしいと願っ
ている。
注
１本研究のアンケート調査のために協力して下さった１２名の学生の皆様に心から御礼
を申し上げたい。
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